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○高辻保育指導専門官 定刻となりましたので、ただいまから、第２回「保育所児童保育

要録の見直し検討会」を開催いたします。 

 構成員の皆様におかれましては、お忙しい中お集まりいただきまして、まことにありが

とうございます。 

 第１回検討会の際に申し上げましたとおり、前回に引き続き本日の第２回検討会におい

て構成員の皆様より御意見をいただき、それらを踏まえて平成30年３月中に改訂保育所児

童保育要録の参考様式等の通知を発出する予定にしております。改訂保育所児童保育要録

の適用は平成30年度から、つまり来年４月に小学校に就学する子供に関して送付されるも

のからということになります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の構成員出欠状況ですが、構成員５名全員に御出席をいただいております。事務局

につきましては、公務の都合により、高辻が途中退室、保育課長の巽がおくれての出席と

なりますので、あらかじめ御了承くださいますようお願いいたします。 

 また、前回に引き続き、内閣府子ども・子育て本部及び文部科学省幼児教育課より関係

職員にオブザーバーとして出席いただいております。 

 続いて、資料の確認をさせていただきます。 

 配付資料のほうは、 

 議事次第 

 資料１ 保育所児童保育要録の見直し等に関する検討の整理（案） 

 資料２ 保育所児童保育要録（様式の参考例）の見直しの方向性（案） 

 参考資料１ 保育所保育指針（平成29年厚生労働省告示第117号）（抜粋） 

 参考資料２ 保育所児童保育要録の見直し等について 

 参考資料３ 幼稚園幼児指導要録の参考例（イメージ）について 

 こちらは、幼児理解に基づいた評価に関する検討会（第３回）資料をおつけしておりま

す。 

 以上計６点の配付資料ですけれども、何か資料の落丁等がございましたら事務局のほう

までお申しつけください。 

 カメラの撮影はここまでとさせていただきます。 

 傍聴される皆様におかれましては、事前にお知らせしている傍聴時の注意事項の遵守を

よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に移りたいと思います。進行を汐見座長にお願いいたします。 

○汐見座長 どうもありがとうございました。 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、議題１「保育所児童保育要録の見直し等について」の議論に入りたいと思い

ます。 

 最初に保育所児童保育要録の見直しに向けた主な検討事項の整理、見直しの方向性（案）

について資料を出されていますが、事務局より御説明をお願いしたいと思います。よろし
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くお願いします。 

○鎭目保育指導専門官 事務局の鎭目です。 

 それでは、資料の説明をさせていただきたいと思います。 

 資料１「保育所児童保育要録の見直し等に関する検討の整理（案）」につきまして、前

回御議論いただいたことを踏まえまして、座長とも御相談の上、以下のように検討の整理

のほうをお示しさせていただく次第でございます。 

 なお、こちらの資料を説明するに当たり、資料２のほうでは参考様式の見直しの方向性

（案）といたしまして、検討の整理の論点に該当する箇所を現行の様式に即して吹き出し

で示す形でお示ししておりますので、こちらのほうも御参照いただければと思います。 

 また、あわせまして参考資料１といたしまして、保育所保育指針の抜粋をお示ししてお

ります。こちらのほうは、いわゆる子供の育ちを支える資料としての保育所児童保育要録

に係ります保育所保育の基本原則にかかわるものとして、保育の目標、養護と教育の一体

についての目標をお示しした部分、また、今回指針において新たに示されました育みたい

資質・能力及び幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の位置づけの明確化のために引用さ

せていただいております。 

 あわせまして、こうした保育の目標に基づく資質・能力が育まれていく保育の内容につ

きましての位置づけ、特に保育の狙いにつきまして、現行参考様式でお示ししております

ところの位置づけを指針において示したところを抜粋しております。 

 また、指針の第２章の４で示しております「小学校との連携」についてもお示ししてい

るところでございますので、あわせて御参照いただければと思います。 

 それでは、資料１に基づきまして御説明を申し上げます。 

 まず、冒頭のところで保育所保育と小学校教育との一層の円滑な接続に資するよう、以

下の点を中心に検討していただいたところの検討の整理であるところの旨をお示しした上

で、１としまして、「保育所児童保育要録の改善等」につきまして、いただいた御意見を

踏まえ、大きく３点にまとめました。 

 （１）としまして「保育所児童保育要録の目的を踏まえた記載事項の見直し」、（２）

といたしまして、「要録における保育の過程と子どもの育ちの示し方」、（３）といたし

まして「その他」、それぞれにつきまして「今後の方向性（案）」を四角でお示しし、ど

ういった御意見をもとにこうした論点を整理させていただいたかということにつきまして

は、主な意見としてそれぞれの項のところに記載させていただいております。 

 そして、２といたしましては、「保育所と小学校との連携に関する取組の促進」につい

て、今後の方向性（案）をお示しさせていただいております。 

 それでは、まず、「１．保育所児童保育要録の改善等」につきまして、（１）より説明

をさせていただきます。 

 「保育所児童保育要録の目的を踏まえた記載事項の見直し」といたしまして、今後の方

向性といたしまして「○」でお示しさせていただいておりますように、保育所と小学校の
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間で、保育所保育の特性、基本原則（養護と教育の一体的展開、生活や遊びを通した総合

的な保育などにつきまして、また、保育の狙い及び内容などの理解が共有されるよう、様

式の冒頭に要録の位置づけや意義を明記した上で要録の記載事項を以下のように改善して

はどうかということで、要録の位置づけというものを改めて捉え直すことの重要性につい

て前回も御議論いただきましたので、この点につきまして整理の御提案をさせていただく

とともに、下のポツで２つ具体的にお示しさせていただいております。 

 保育所保育においては養護と教育が一体的に展開されることを踏まえ、現行の参考様式

では「養護に関わる事項」と「教育に関わる事項」について、それぞれ別々に記載欄が設

けられているところを１つに統合する。 

 ２つ目のポツといたしまして、保育所保育における子供の育ちの姿をより適切に表現す

る観点から、保育所保育指針に示される保育の目標を具体化した５つの「領域のねらい」

に加え、新たに「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」についても様式に明記する。 

 このように今後の方向性を案としてお示しさせていただいております。 

 また、２ページ目に移りまして、「（２）要録における保育の過程と子どもの育ちの示

し方」につきまして、四角の中で３点につきまして「今後の方向性（案）」としてお示し

させていただいております。 

 なお、こちらにつきましては、前回御議論として検討の視点が出されたところではござ

いますけれども、さらに御議論を深めていただきたい点といたしまして、「してはどうか」

という形での表記となっておりますので、その点も御留意いただきながらお聞きいただけ

ればと思います。 

 まず、１つ目の○といたしまして、要録には、主に最終年度における１年間の保育の過

程と子供の育ちについて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を考慮し、子供の生

活や遊びにおける姿を捉えて記載することが適当ではないか。また、このことを記載に際

して留意事項として様式に提示してはどうか。 

 ○の２といたしまして、保育士（要録の書き手）が、どのような視点を持って保育を行

い、子供がどのように育ったかを明確に意識することにより、要録が記載しやすくなる。

また、小学校の教員（要録の読み手）にも、保育の計画から実践、評価へと至る保育の過

程とその中での子供の育ちが明確に示されているほうが子供の姿が伝わりやすい。こうし

たことを踏まえ、「年度当初に全体的な計画に基づき長期的な見通しとして設定したこと」

と「その子どもの保育に当たって特に重視してきたこと」を記載事項に追加してはどうか。 

 ○の３点目といたしまして、「子どもの育ちに関わる事項」は、現行の様式では「子ど

もの育ってきた過程を踏まえ、その全体像を捉えて総合的に記載すること」とされている

が、入所からの子供の育ってきた過程全体の中で、最終年度における保育の過程と育ちの

姿を理解する上で特に重要と考えられることを記載するよう示すなど、記載内容をより明

確化することが適当ではないか。また、記載する際には、入所してからのさまざまな記録

を活用することなどを提示してはどうか。この点につきまして、さらに議論をお深めいた
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だければというふうに考えております。 

 なお、冒頭でも御説明差し上げましたように、現行の様式の中で今回の論点の欄がどの

ように対応するかということは、資料２のほうでそれぞれの吹き出しの下のところに「検

討の整理１－（２）に関連」といったような形でお示しさせていただいておりますので、

あわせて検討の際には御活用いただければと思います。 

 続きまして、３ページには（２）につきましての主な意見を抜粋させていただいており

ます。 

 ４ページに移って、「（３）その他」につきまして、「今後の方向性（案）」をお示し

させていただいております。 

 まず、１点目、保育の狙い及び内容、幼児教育を行う施設として共有すべき事項並びに

小学校との連携について、保育所保育指針、幼稚園教育要領及び幼保連携型認定こども園

教育・保育要領において整合性が図られたことを踏まえて、要録の様式についても整合性

を図ることが必要ではないか。 

 ２点目といたしまして、子供の健康状態や保育における個別的な配慮など、個人情報の

取り扱いに留意しながら、特に小学校へ伝えたい事項に関しては、特記事項として記載す

るようにしてはどうか。 

 ３点目といたしまして、保育に関する日々の記録を作成することが、要録の作成や保育

所内での子供の理解の共有につながることの意義や重要性について、様式等に明記しては

どうか。 

 こちらも前回の御議論を踏まえ、さらにたくさんの御意見を頂戴できればと思っている

ところでございます。 

 続きまして、５ページ、大きな項目の２点目といたしまして、「保育所と小学校との連

携に関する取組の促進」につきまして、「今後の方向性（案）」といたしまして、まず１

点目、保育所と小学校との間で連携が一層促進されるよう、以下の点について具体的にど

のような取り組みが有効と考えられるか。 

 前回も構成員の方から具体的な取り組みの御紹介をいただき、また、御意見を頂戴した

ところですが、さらに４点の例示を含めて挙げさせていただいております。 

 保育所と小学校との間で保育所保育の特性や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

等に関する理解の共有。 

 保育所と小学校の連携に当たっての施設長や校長など管理職の役割。 

 地域全体の連携を支援する上での行政の役割。 

 特別な配慮を要する子供に対する保育所における支援の内容等に関する情報の共有等。 

 このほかの点につきましても考え得るところがございましたら、御議論を深めていただ

ければという形での整理をさせていただいております。 

 ２点目といたしまして、また、保育所における子供の育ちの姿についての理解を共有す

る観点から、保育所と小学校に加え、幼稚園や認定こども園を含めた地域において保育や
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幼児教育を担う施設の関係者が連携することも重要であるが、どのような取り組みが有効

と考えられるか。 

 以上、検討の整理の案といたしましてお示ししているところでございます。 

○汐見座長 それでは、今、前回の議論を上手に整理してくださって、まず、「保育所児

童保育要録の改善等」について３点の案がありました。もう一つ、「保育所と小学校との

連携に関する取組の促進」についての御提案がございましたが、議論を効率的に進めるた

めに、最初の「保育所児童保育要録の改善等」について今から１時間程度、そして、残さ

れた時間30分をめどに小学校との連携の問題について議論するという形で行わせていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、最初の「保育所児童保育要録の改善等」について御提案がございましたが、

これについて、構成員の皆様どなたからでも結構ですので御意見のほどをお願いいたしま

す。 

 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 村松です。よろしくお願いします。 

 改めて私も今回、保育要録に今までどんなことを書いてきたのかということを、この10

年間書いてきたことを読み返してみました。何をどう書くべきかということがきちんと押

さえられていなかったなということを改めて感じたところです。 

 今もお話が、「今後の方向性（案）」の○の１つ目のポツの「一つに統合する」という

ところですが、これを今読んでみて、どういうふうに書き分けていいのかわからないこと

というのがこれまでは多々ありました。養護の部分と教育の部分を書き分けなければいけ

ないのだけれども、例えば心の育ちとかそういうところはどちらに書いたらいいのかとか

そういうことがありましたので、今回こういうふうに一つに統合されるということは、心

の動きと教育との関連性の部分では捉え方が非常にわかりやすくなったのではないかとい

うふうに思われます。 

 このような心の育ちがあって、今、こういう教育的な体験に対する取り組みがなされた

という、そこで何が育ったかというところの流れというものがここで非常にわかりやすく

なるのかということは感じました。今後、またことしもこれまでの様式で書かなければな

りませんけれども、今回の議論を通じて、当園でもこの要録の何をどう書いていくかとい

うことを改めて考えさせられました。ありがとうございました。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 今、１番目の養護と教育を一体的に展開するというふうに書いてありますが、記述する

ときに分けて書くことは書きにくいということがあって、１つにまとめて書いたほうがい

いのではないかという前回の意見は、現場にとってはとてもわかりやすいのではないかと

いう御意見でしたね。 

 効率的に進むので私のほうで聞きます。要録の位置づけや意義を明確に書いておくこと、

それから、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」についても、今までは三五、十五の
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狙いを書いてあった。それにここも書くということについてはどうですか。 

○村松構成員 やはり書いていくときに内容の目的を見失わないためにも、指標としての

ことが書かれているということが非常に必要なことだというふうに思います。ただ、そこ

をどこまで読み込んで皆さんが書いているかということに関してはわかりにくいところは

あるのですけれども、いずれにしましても、先ほども書いてありました、冒頭に何のため

のものなのかということと、どういう視点を持って書くべきなのだということを示してあ

るということが必要だと思います。 

 ただ、いろいろなところの取り組みの中で、様式についてもそれぞれが自分たちで検討

して様式をつくられているというところもたくさんありますので、一応事例を出すときに

ここのところはきちんと押さえた上での様式の検討はありだというようなことのお示しは

必要かなと感じています。 

○汐見座長 どうぞ、御自由にお願いします。 

 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 中山です。よろしくお願いします。 

 冒頭の位置づけを書くというところにおいては、就学前の先生方、保育所の先生方は、

当然これ以外にもよりどころとなるような指針もありますので、記載の要録がどのような

位置づけかということはよくおわかりだと思うのですけれども、簡単に明記してあると、

受け取った小学校側も非常に明確になって、読む際の参考になるのではないかと思います

ので、どこまで書くかというところはあるかと思いますけれども、簡単に、でもしっかり

書いておくということには非常に意味があるのではないかと思います。 

 それから、２点目の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」というところが、このた

び、やはり就学前のどの施設においても子供たちの育ってきた姿として引き継いでいきま

しょうというような視点にもなっていますので、そこをしっかり見えるように記載すると

いうことは重要ではないかと思います。 

 また、高知県内の保育所現場の先生方にさまざまな機会を通じて話を聞いた際に、やは

りそういったものをこれからは意識しながら、自分たちの保育も振り返り、どのように子

供がそこに照らし合わせて育ってきたのかということを意識するということが重要ではな

いかと捉えられている先生方も多かったので、そういったことが明記されるということに

は非常に意味があるのではないかと思います。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 高知のほうで、10の姿が現場で多少誤解とか混乱があるというのは感じているのですけ

れども、要するに、一個一個ができているか、できていないかというのは到達目標を示し

ているわけではないという、私たちの教育学の用語で言うと、方向を示している目標であ

る方向目標なのだということと、それぞれが個別に達成しているかどうかというものでも

なくて、遊びを通じた総合的な指導の中で、それを意識して見ていく視点だということを、

必ずしもそうではなくて、一個一個だというように理解して、逆にそれを批判する人たち
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もいるという困難があるのですね。 

 これは、いわゆる一個一個が到達するべき事項を示しているわけではなくて、今、そう

いうことを意識してイメージする姿を示していて、しかもばらばらにそれを追究するまで

もないというようなことがこれでよくわかる。逆に小学校のほうがそういうふうに要求し

てくる可能性というのはなきにしもあらずだと私たちは思っていまして、私たちはそうい

うふうに考えてやってきているのではないということをどう示すかというあたりは、特に

議論はされていないのですか。 

○中山構成員 ちょうど保幼小接続というような研修会も４回ほど持ちましたので、その

場で小学校側にも説明し、また、今、来年度に向けてどのように具体的に進めていくかと

いう中で、校長会であったり、教育長会であったり、さまざまな会を通じながら、今、汐

見座長が言われたような趣旨というものは説明し、そこの個人差があるとか、取り出して

指導するものではないとか、そういったものを留意して受け取っていただきたいというよ

うな説明をしているところです。 

○汐見座長 それはいいですね、県のレベルできちんとね。 

 要録を文書にどう書くかというのは、少しまた議論しなければいけないことかもしれま

せんが、そういう形で伝わっているということが実は大事だと思うのです。 

 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 前回の議論をまとめていただいてありがとうございます。わかりやすくな

ったかなと思っているのですけれども、まず、（１）の「今後の方向性（案）」のところ

で先ほどから意見が出ていますように、要録の位置づけや意義は明記しておかないと、保

育所の場合は児童票というものが園内にありますので、児童票に書くべき福祉施設として

園内に記録して残しておくべきことと、読み手の小学校の先生に送るべき書類としての位

置づけ、書く内容が若干混在して混乱を起こしたところが前回はあったかと思いますので、

今回はあくまでも小学校に送る書類としての位置づけと、そのために何を伝達する必要が

あるかという、個人情報も含めてぐちゃぐちゃになってしまう可能性があるので、そこは

より明記していただけたほうがいいのかなと思っています。 

 そのときに、当然、福祉施設として養護は今回も保育所保育指針として非常に重視され

ていますが、現実の保育の実践としては養護と教育の一体化と言っているので、分けると

余計に書きにくい部分がありますから、養護と教育の一体化ということを踏まえて書くの

だということも書いておかないと、枠組みとしてなくなると、またないということだけが

強調されてしまうので、当然背景は養護なのだけれども、ここに書くときにはその両方を

一体化してやっていることの子供理解として小学校にどう伝達するかということで統合し

たほうがいいと思うのですが、誤解なきようなことが必要かと思っています。 

 もう一つ、３つ目の点のところの幼児教育として共有している部分としての五領域とい

う、いわゆる遊び活動を通してという実践してきたことの子供がどんな遊びやどんな活動

を乗り越えて育ってきたかということを書くことと、もう一つは資質・能力として、小学
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校に行く終わりの姿はあくまで途中経過であって、今この段階ではここまでこんな姿が見

られる子に育ってきましたということは、逆に言うと入り口ですよね、５歳の初めに受け

たときの姿からこんなふうに変わってきて乗り越えてきたよという、マイナスではなく、

その子のいいところ（プラス）を書くようなこともぜひ書いておいていただいたら、現場

の先生も書きやすくなるのではないかと思いますし、小学校のほうの読み手の先生も、葛

藤して、まだ乗り越えている途中なのだな、それを今度は小学校が受け入れていくのだな

ということがわかる書類であればいいのかなと思っています。 

 以上です。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 今の点については、きょうのポイントの２つ目の「要録における保育の過程と子どもの

育ちの示し方」というところに御提案がございましたので、前回の議論をまとめてくださ

って、こうしてはどうかという案が出されています。そして、その中では、今までの書き

方が、どう書けということについての絞り方が余りはっきりしていないものですから、い

ろいろな書き方が生まれてくるので、少し書きやすいように、これはぜひ書いておいてい

ただきたいということをお示ししてはどうかという御提案になっているのですね。 

 今、この３つが出ているのですが、今の大方構成員の御意見は１番目に係るのかな。そ

ういうことをもう少しはっきりと示しておいた、特に育ってきたポジティブな面を中心に

書いてあげてほしいということですね。そういうことを示してはどうかということですが、

今、１番目の論点３つについては大体これでよろしいのではないかという御意見なのです

が、２番目の書き方についてもう少し何か示しておいたほうがいいのではないかという、

特に重視してきたことを書いてみてはどうかとか、特に大事だと思うことに絞った書き方

にしてはどうかと御提案されているのですが、これについてはどうでしょうか。 

 それでは、大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 聞き漏らしていたら申しわけございません。今の座長のは、（２）の示し

方の部分と思ったらよろしいですか。 

○汐見座長 はい。 

○大方構成員 ２つ目の○のところにもあるのですけれども、前回の議論にもありました

ように、要録はいきなり要録を書くものではなくて、日常のいわゆる指導計画なり長期的

な見通しと、また、日々の観察とつながって最終的に書くものであるということをどこか

に示しておかないと、要録だけいきなり書きますという別物になってしまう傾向もなきに

しもあらずかなと思いますので、そこはつながってほしいのと、そのためには子供の保育

に当たって特にこういうことを重視してきましたというような項目なり、育ちにかかわる

事項というのは今までも書いていたのですけれども、育ちにかかわる事項を、書類はふや

したくないので３、４、５歳でばらばらに書くやり方も一方であるかと思いますが、少な

くとも５歳の年度の初めの子供の育ちにかかわる部分を書いて、それが１年間こんなこと

を大事にしてきましたよということの重点項目なりなんなりがあって要録につながるとい
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うような、その辺の示し方が、今、この２ページのところに案としてまとめてくださって

いて大事なことかなと思って拝読しました。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 今、もう一回整理してくださったのですが、（２）の書き方をどう示すかということな

のですけれども、余り拘束してしまってもまずいのですが、真ん中の○のところに、「年

度当初に全体的な計画に基づき長期的な見通し」としてまずこういうことをやりたいとい

うことを、子供たちの中にぜひ育ってほしいという目途に設定したことを要録に書くとい

うことと、それとかかわって、一人一人の子供に特に大切にしてきたことを書いた上で、

今、大方構成員がおっしゃったように、ここまで育ってきたというような書き方を重視し

ていただきたいということをどこかに書けということですね。 

○大方構成員 はい。 

○汐見座長 そういうのを少しどこか書き方のところに。これは留意点にするのか、それ

とも書き方の様式を簡単に示すのかというのはどうですか。 

○大方構成員 「子どもの育ちに関わる事項」というのは現在もありますから、そこの部

分に何を書くかも現在はふわふわしていて、乳児さんのようにゼロから書くのか、直近の

ことなのかという、そこら辺ももうちょっとはっきりしたほうが、読む小学校の先生は、

Ａという園から来たときはゼロから書いてあるし、Ｂから来たときは最近のことらしいと

いう、その辺のランダムさがありますので、その辺をもう少し。 

 それに対して、担任の先生なり、園としては、この子が育つためにこういうことを大切

にしたのだということがどこかにあると読む人がわかりやすいかなという意味です。 

○汐見座長 それでは、阿部構成員、お願いします。 

○阿部座長代理 留意事項として書くというと、余りたくさん枚数があるとぎょっとして

しまうので、１枚に書くとしたら、形であらわすというのですか、形でものを言わせると

いうような、例えばねらいを書く欄が、クラス全体のものがあって、個別のものがあって

というようなやり方もありますよね。このような書き方だと書きにくいですか。やはり留

意事項のような形のほうがいいですか。 

○汐見座長 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 それでいくと、阿部構成員が言われたように、形としてあったほうが書く

際には抜け落ちたり、書いたり書かなかったりということもありませんし、それこそ様式

の整合性というようなところにおいても、幼稚園のほうでも２つ欄があって書くようにな

っているので、同じような捉え方で様式を定めるというほうがわかりやすいのではないか

と思います。留意事項で書くというよりは欄として設けることがいいのではないかと思い

ます。 

○汐見座長 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 私も同じように思います。幼稚園のほうの要録との整合性を図るという意

味においても、保育所においてもクラスの年間の方向性と、この子の育ちにおいてどうい
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う方向を示すのかということは、年長さんになると個別の計画はあえてないのですけれど

も、特に必要な子にはずっと書き続けていますから、その子たちに関してはその辺のとこ

ろは書きやすいかもしれません。ただ、やはり一人一人の育ちをちゃんと見きわめての取

り組みでもありますので、そこは担任に要録との関連性もあるので、どの年齢においても

一人一人の子供の目標をある程度設定して、一人一人を大事にした保育に向かっていきま

しょうというようなことを示すことにおいても、ひょっとしたらそのような書き方の欄が

あることは必要なのかなというふうに思います。 

 とかく何をどう書いていいかわからないというときには、そこに何を書くのかというこ

とがちゃんと示されると迷いはないし、ある意味、それが各園の整合性にもつながるかな

ということは感じています。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 最終的に幼稚園、認定こども園はある程度形式をそろえなければいけないということが

ありますので、その辺の調整は必要なのですが、今出ている御意見としては、書き方を留

意事項の中でたくさん示しているということよりは、留意事項で大事にされていることに

ついては、むしろ書く欄をつくっておいて、それを書いていただきたいというふうな形に

したほうが現場は書きやすいのではないか、ぶれが少なくなるのではないか。ただし、余

り厳密にやってしまうと、またわからないですよね。だから、そこは難しいです。でも、

そういう意見がかなり出たということは確認できますかね。よろしいですか。 

 どうぞ。 

○村松構成員 これまで書いてきた中で、私たちはどうしてもともするとまだまだこれが

足りないとか、いまだこうなっていないとかという視点で書いてしまう。私も読み返して

みて、こういう視点が多かったなということはちょっと反省をしたところなのです。 

 ですので、この子の当初の目標、狙いにどのように育ってきたかというプラスの目で記

載をしていくというときには、やはり最初にどんな狙いを設定したのかということがそこ

にあると、そのような目で書けるかなということは改めて感じたところです。 

○汐見座長 そうすると、きょう御提案されているような中身が大事だということですね。

○村松構成員 はい。 

○汐見座長 わかりました。 

 よろしいでしょうか。 

 中山構成員。 

○中山構成員 小学校に引き継ぐ際に、一人一人の育ちも大事なのですけれども、クラス

とか学年、園として何を大事にしていたかという一方では少し大きい視点というか、そう

いうものもしっかり引き継がれた中で一人一人というようなこともしっかり引き継いでい

ただきたいので、そういった意味では２つ欄があるということにおいて、引き継ぐ側もど

ちらもが、受け取る側もそれを意識しながら余り小さい視点になり過ぎずいいのではない

かと思います。そういった意味でも、プラスの視点というのがより一層伝わりやすいので
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はないかと思います。 

○汐見座長 一人一人の要録なのですけれども、その子の姿が全体として見えるためにも、

園全体で、あるいは、その１年間、そのクラス全体としてこういうことを特に大事にして

きたというようなことがある程度記述されていないと、逆に一人一人がよく見えないとい

うこともあるということで、そういうことについて少しずつ記述した上でその形をうまく

提示できるということですね。 

○阿部座長代理 それには全く反対ではなくて賛成なのですけれども、クラスのねらいと

個のねらいを書くときに間違って捉えられないように、クラスがそうなのに、この子はま

だここだみたいに捉えられないように、その子どもの発達の過程がわかる、こういうふう

に伸びてきつつあるのですというような記述ができていくと、つまりよさの視点ですね、

育ちつつあるという。この形をとると、ここで終わりなのではなくてというような書きぶ

りが要求されるのではないかと思うのですけれども、どうですか。そういう書きぶりをし

ないとうまく園の意図が伝わらないのではないかと。 

○汐見座長 そうですね。年度当初、この１年間、こういうことを大事にしていこうとい

うことがどこまで具体的に議論してやったクラスか、それとも、毎年のように一般的にや

っていたというようなことで書き方も大分変わってくると思いますので、その辺は、これ

がずっと定着していくと、年度当初はしっかりしなければいけないのだということが逆に

伝わってくるかもしれませんけれどもね。それが余り出過ぎると、そこに比べてこの子は

というふうなネガティブな印象を与えてしまうということに結果としてならないかという

今の御心配なのですね。 

○阿部座長代理 賛成なのですけれども、ならないような書きぶりをしていかなければい

けないのではないか。それができればすごくいいのかなと。つまり、保育所保育とか幼児

期の教育というのは、先ほどから出ている到達目標ではなくて方向目標なのだというのが

はっきりとわかるような、そういう書きぶりができるとすごくいいかなと。そういう見本

が出るといいのかなという感じがするのです。 

○汐見座長 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 それは、結局年間指導計画の学年の園の目標であったり、狙いであったり

する部分に書いてあることは、園によって違うかもしれませんが、基本的な方向目標とし

て書かれていますから、わざわざまたそこに担任が作成してつくるのではなく、もともと

指導計画としてその園の全体的な計画の中での位置づけに書いていることをここには書け

ばいいのだよとしたほうが悩まなくていいし、担任によって書き方が違わないようにとい

う、やはり計画とつなげるとすんなりいきます。園の特徴も見えてきて、その中でその子

の重点的なことはこうでしたというのが入ってくれば問題はないかと思います。 

○汐見座長 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 今回のこの指針の改訂に伴って全体的な計画も、皆さん、今、何をどうつ

くっていいのかしらというふうに悩んでいるところがたくさんあるのですね。説明会の資



12 

 

料の中にもまだまだ具体的には書かれていないので、それこそどうやって書いたらいいの

かというふうに私のところにもいろいろな問い合わせがあるのですけれども、それは各園

のこれまでの保育課程を活用しながら、自分たちでどんなことを盛り込んだらいいか考え

てくださいというふうにはお話ししているのですけれども、事ほどさように若干の混乱は

あるのかなというふうに思ったのです。 

 今回、この要録に関しても、変わるというけれども何をどう書けばいいのかという、ま

たそういう混乱が生じないためにも、ここの欄にはこういう視点で書きましょう、ここの

欄にはこういう視点を持って捉えて書きましょうというような、ある意味ガイドブックみ

たいなものができると、各園それぞれそれに基づいて年長も書ける。そうなると、それは

逆に言えば、そういう視点を持って保育をしていきましょうねというところにもつながっ

ていくかなというふうに思うのです。ガイドブックという言い方をしてはちょっとおかし

いのですけれども、何かしらそういうものがあることで混乱は回避される。むしろ全国的

に年少さんの保育の質がトータル的なものを目指していけるというところにもつながるの

かなということは思います。 

○汐見座長 今、ここできちんとした結論を出すということではなくていいと思うのです

が、幼稚園、認定こども園との整合性も図らなければいけませんので、ただ、書き方につ

いてはもう少し何をどう書けばいいかがわかりやすい形になって、それから、前回の議論

でも出ていましたが、きょうの３ページのところには、今読めば大事なことがいっぱい出

ていたのだなと改めて思いますけれども、子供がこういう子だとレッテルにつながるよう

なものではなくて、発達の過程の中で何が育ってきたのかというあたりを中心に書けとか、

それが保育所保育指針での考え方が理解されるようなものにつながっていくような書き方

にしたほうがいいというのがあって、その考え方はそのとおりで、それを形にする上でど

ういう形式にすればそういうのが書きやすいかということで、今、御議論いただいている

わけです。 

 今、３つ出してくださっているこの案は大体こういう形で、少し追加意見は出ています

けれども、これはこういう形でまとめてよろしいですかね。何か少し修正するということ

はないですか。大丈夫ですか。 

 最後のところに、特にこの子にとってはこれが大事だということについて、できたら書

いてほしいということもあるのですが。 

 では、もし御意見があれば、また後で。 

 今度は、４ページの「その他」のところです。ここにまた３つございまして、１つは、

幼稚園、認定こども園との整合性ですが、これはこれまで確認されていることです。 

 それから、２つ目が子供の健康状態などで特に小学校に伝えたい事項、例えばこういう

病気を持っている子なのだとか、この要録はこういうふうに育ってきているということを

形というよりは、むしろ子供の内面的な変化をポジティブなほうに評価しながら、それを

伝えていきたいというのが基本ではあっても、体のいろいろ障害を持っているお子さんだ
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とか、これはどうしても配慮していただきたいというようなことはありますよね。そうい

うのはどこでどう書けばいいのかということですね。 

 ここでは特記事項として、この子についてはこういうことについてこれからも配慮して

いただきたいというようなことを書く欄をつくったらどうかという御提案なのですが、こ

れはどうですか。 

 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 この項目も前回要録を出すときに非常に混乱があったところで、児童票に

書くように細かく書いてしまう、こんな病気の子ですと書いてしまうようなものが出てき

たり、診断書をつけないのですかとかいろいろな質問がありました。 

 基本的には入学前健診が義務教育の場合は小学校であると思いますから、むしろ、それ

こそ「良好」とか「既往症あり」とか「除去食あり」とかで、個別的な細かいことは四角

い枠で書けるはずもないので、おおむねアレルギーのある子なのだなとか、除去食がある

のだなとか、既往症があるのだったら別に、必要ならば保護者がそれを学校側に提出する

とか、どちらかといえば簡単に書くようにしておかないと書き過ぎる傾向が、福祉施設と

しては言っておかなければと思えば思うほど個人情報に抵触するのではないかなという感

じがありました。 

○汐見座長 個人情報との関係があるから、そこで変に詳しく書くということはむしろ差

し控えたほうがいいということですよね。別に情報が伝わるチャンスがあるということ。

ただ、ある程度のことは書いておかなければということで、極めてその辺は抽象的になる

と思いますが、その程度では書いておいてもいいということですね。 

 阿部構成員、お願いします。 

○阿部座長代理 お尋ねしたいのですが、現在、そういうことは健康の状態のところに書

かれるのですか。この範囲で書かれるのですか。どんなことがここに書かれるものなので

すか。 

○村松構成員 私のところでは、多分健康な子、特に書かなくてもいいよという子は「良

好」と書いてありました。健康状態ですので、アレルギーがあるとか、ぜんそくがあって

何回か入院したよとか、そういうようなことは書いてきています。連絡会議のときに細か

いことは本当に丁寧に伝えてはいますが、どうしても外せないということはちゃんとここ

に書かないと、保育所としても小学校にちゃんと伝えましたという証拠になるのかなとい

うふうには思っていますので、そこに書くのだったら、医療機関にどうやってかかってき

たのかとか、そういうところが必要なのかなというふうには思います。そういう傾向のあ

るお子さんであるということの伝達として必要だというふうに思います。 

 ほかに書いてきたことに関しましては、健康状態に限ってというふうに書いてありまし

たので、ほぼそのような形で書いていたと思います。例えば発達にかかわって発達検査を

受けたとか、巡回相談を受けてどうこうしたということに関しては、その上の「子どもの

育ちに関わる事項」というところに記載してきたかなというふうに思ってはいるのですが、
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そこのところの書き分け、どちらに何を書いたらいいのかちょっとわかりにくかったとい

うことはあります。 

○大方構成員 ですから、「良好」「良好」「良好」であれば、むしろせっかくの書式の

ところにわざわざそのスペースを設ける必要はなくて、どうしても必要な場合は特記事項

であり、保護者が本当は言ってほしくないのに担任の先生は書いてしまうというような誤

解もあったかと思いますので、どうしても必要な場合は特記事項で、基本的には何も枠は

なくてもいいのかなというふうに思います。領域の「健康」と間違って書いている先生も

結構いらっしゃったりして、ごちゃごちゃになったところもかなりあったと思います。 

○村松構成員 だとすると、「子どもの育ちに関わる事項」というところに子供の健康状

態とか、全体的な育ちにかかわる事項というふうに一くくりにしたほうが、むしろ私たち

はそれらにかかわりながら捉えているところがたくさんありますので、健康状態と育ちを

かかわりながら捉えていますので一緒にしていただいたほうがわかりやすいかもしれない

です。 

○汐見座長 これは親御さんの合意も本当は必要なことだと思うのですけれどもね。安易

に変に書かないということが大事なところですけれども、全く情報が伝わっていなくて問

題が起こってしまうことがないようにという程度のあれは必要だということですね。それ

を踏まえた上でどういう形にするかということですけれどもね。 

 大体踏まえた上で、この形だったら可能かということでもう一回考えていただくことに

して、今、先のほうへ行っているのですけれども、今回一番大事なのは、２ページのとこ

ろのどういう形で示したら現場は書きやすくて、かつ、小学校にとっても非常に有効なあ

れになるかということで、大分意見は出ているのですが、ここについてはもっといろいろ

な形で御意見をいただいておいたほうがいいと思いますので。 

 それでは、鎮目さん、お願いします。 

○鎭目保育指導専門官 今、さまざまな観点で御議論いただいている中で、前回の御議論

の中で現行の様式に沿ってさまざまな御意見を出していただいているところで、少し特記

事項との関連の中で「子どもの育ちに関わる事項」としてお示ししている事項について、

どのような整理を図ったらよいかという点について意見をもう少し厚くしていただけると

ここの整理が進むのかなというふうに思うので、その点をお願いできればと思います。 

○汐見座長 では、分けないでどうぞ。 

○鎭目保育指導専門官 検討の整理では、２ページ、（２）の四角の中の３つ目の○のと

ころで検討の整理の案としてお示ししているところに該当してございます。 

○汐見座長 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 「子どもの育ちに関わる事項」は今までもあった枠組みだと思いますけれ

ども、指導計画にもつながるのですが、育ってきた、先ほど阿部先生がおっしゃってきた

発達過程の中で最終年度において子供理解として、いわゆる幼児教育としての生活・遊び

を通してこういうふうに変わってきたとか、こういうふうに今までは育ってきたのだよと
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いうそれまでの、せっかく保育所として長く在籍している子供もいらっしゃるので、それ

を一くくりにまとめるわけではないのですけれども、こういうふうに乗り越えてきたとい

うプラスの部分を書き、最終的なことを上のところに書くという「子どもの育ちに関わる

事項」で、先ほどの健康は本当に特別な部分が特記なので別の特記にしておくほうが、み

んなが書くというより、基本的にはその保育のことを書くことが育ちの過程のところであ

ったほうがわかりやすいかなというふうに思います。 

○汐見座長 ここのところなのですけれども、きょうの事務局からのまとめの点では総合

的に記載すると書いてあるけれども、総合的と書かれることでかえって抽象的になって何

を書いていいかわからなくなるということで、ここでは、今、大方構成員の御意見にもか

かわるのですが、特に重要と考えられることというような絞り方ですね。この子の育ちで

伝えることで特に重要と考えられることというカテゴリーをつくって、それを書いていた

だきたいというふうな絞り方というのはどうかというのがここに書かれているので、それ

でいいかどうかということを、また御意見をいただきたいのですが。 

 阿部構成員、お願いします。 

○阿部座長代理 「子どもの育ちに関わる事項」と「教育に関わる事項」のところがわか

りにくくて、私は、逆にここに書いてあるように、大方構成委員、先ほどの６年間の記録

というのは上に書くと言いましたか、下に書くとおっしゃいましたか。 

○大方構成員 下。 

○阿部座長代理 下は５・６歳のクラスではなくて。 

○大方構成員 下というのは。 

○阿部座長代理 これではなくて。 

○大方構成員 今、この書式にありますよね。今は書式の議論をしていないと思っている

のですが、「育ちに関わる事項」というのは、いわゆる今の下の五領域に書いているとこ

ろとは別に書いていますよね。最終学年までの姿として書いているので、位置は別として、

それはそのこととして書くほうがいいのではないかと。 

 ですので、健康状態をそこに入れてしまうと、またみんなが書かなければいけないと思

うので、それはどうしても書かなければいけない子は特記事項にしたほうがいいのではな

いかという提案です。 

○汐見座長 その上で御意見はありますか。 

 阿部構成員。 

○阿部座長代理 私は今の大方構成委員の考えでいいと思います。特記事項のところをた

くさん書くというのは大変だと思うのです。どうしてもこれだけと、例えば命にかかわる

アレルギーのことなどは書いておくほうがいいのかなと思うのですけれども、もちろんほ

かの機会にも伝えることがたくさんあるかもしれないけれども、すごく重要というか、絶

対に大切なことなので、それぐらいは特記事項のような形で書いておくほうがいいような

気がするのですけれども、どうですか。 
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○汐見座長 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 私も分けて書くほうに賛成で、「子どもの育ち」と一緒に書いてしまうと、

逆に受け取った小学校の先生もしっかりそこを読み取るということが、たくさんのお子さ

んもおいでなので、しっかり見るということは前提なのですけれども、特記となると特に

大切にしておくということで欄も分けて意識もしっかりと受け取ってもらえるのかと思う

ので、１つの欄に混在して書くというよりは育ちは育ちで書き、特に配慮すべき事項とし

て別の欄に書かれているということがとても意味があるかと思いますし、今言われた、書

いていないお子さんとの比較というのも非常に図られやすいのではないかと思います。 

○汐見座長 もう少しそこは議論ください。どうぞ、御自由に。 

○大方構成員 読む方が福祉施設に送る書類ではなくて、保育所という福祉施設のことを

小学校という学校教育に報告するべきこととして整理して、ですから、特記事項があるか

ないかという部分は必要だと思うのですけれども、細かいことはそれこそ医療機関として

の他人の仕事というよりも、小学校は保健室というのがあって、そことの連携になり、必

要であれば保護者がちゃんと診断書なり何かを学校に提出するということを保育所として

指導しておくなりしないと、どちらにしろ小さいときに全部書けるわけがないので、書け

ば書くほど読み手の逆にバイアスがかかるというか、こんな病気を持っている子が来るの

だなみたいに思われてはいけないので、きちんとした説明を医療機関からのこととして出

すとか、健康診断を受けるときに配慮すべきこととして特記事項がある、だから入学前健

診のときにお医者さんと相談して、小学校生活をどう送るかということの申し合わせをし

ましょうとか、そこにつながるもので、ふだんの保育のこととして書いてしまうと、書く

担任の先生も困るし、読み手のほうも逆誤解があるのかなという気はしました。あるかな

いかというのは大事だと思うのですけれども。 

○汐見座長 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 今のお話を伺っていて、確かに整理しておくべきことですよね。いわゆる

箇条書きでアレルギー疾患がありますとか、例えばダウン症として診断されていますとい

うような書きぶりは必要かなというふうに思います。ただ、育ちのところでは、早産によ

って生まれたので発達に関しては少しゆっくり目だったというようなことは私たちの中で

は書いていかなければいけないことがあるかなというふうにも思うのです。医療機関との

連携の中でこういうふうな育ちをしてきましたというような記録も、私たちはそこのとこ

ろは丁寧にやってきたので、若干そこは盛り込んでいきたいなというところがなくはない

です。そのような健康状態の中でこういう働きかけをして、このような育ちをしてきまし

たということは、保育とも離せないのでどうしても書いてしまうというところはあるかな

というふうに思うのです。書いてはいけないとかということではなくて、子供たちの育ち

をどういうふうに捉えるかというのは各園の捉え方かもしれませんけれども、それはそれ

として書くことは書いてもいいと思うのです。ただ、特記事項ということでどうしてもこ

れだけは外せませんという学校に伝達しなければならないことというところの欄は、欄と
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して余り大きくない欄で書いておくということが必要かもしれないですね。学校として何

か特記事項があるかしらとばあっと見るかもしれません。この子は何と、そこからひも解

いて、こういう育ちをしてきたのだというふうな読み方をされるかもしれないですよね。

そういうことの書き方としての整理はあったほうがいいのかなということは、今思いまし

た。 

○汐見座長 阿部構成員。 

○阿部座長代理 特記事項のところは、日常生活の中で特に配慮が必要なことということ

で書くほうがいいのかなと。どこまで書いていいかというのが全くわからなくて、毎日気

をつけなければいけないことというのはあるような気がするのです。それを書くことがい

いかなと。例えば、かなり早産でおくれぎみですよというのは個人差の中で教育的な面の

ところで書けるので、わざわざここに書かなくていいのかなと、今、話を聞いて思ったの

ですけれども、やはり書いたほうがよいですか。 

○村松構成員 今、私が振り返ってみると、そういう経緯で子供の育ちに関しては書いて

きたこともあるかなということはあります。その子の育ちにおいて、そういう育ちであっ

たということは切っても切り離せなかったというところでもあるのです。例えば具体的な

ことで言えば、早産とか未熟児で生まれたとかというところでの、私たちがどういうふう

にこの子をフォローしてきたかということは子供の育ちにかかわることです。現在、卒園

に当たっては、そこは特記事項ではないかなということはあります。でも、まだそこで若

干の影響が残っているのであれば、そこは書かなければいけないことかなというふうに思

います。 

 日ごろの生活の中で特に配慮してほしいことと特記事項をどういうふうに整理したほう

がいいのか、私も今、整理がついていないです。例えば、実は排せつの自立がまだ未熟だ

とかという子もいるのです。そういう子たちは特記事項でなくてもいいのか、育ちにかか

わることなのかとか、そこは私たちが口頭で伝えるべきことなのかどうかということはあ

るのですけれども、わからないです。発達の問題なのか、機能の問題なのかというところ

もあるので、例えばそういうところはどういうふうに捉えたらいいですか。 

○汐見座長 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 お話を伺いながら、１つは、いよいよ就学に向けて小学校に送るという意

味合いの要録において、引き継がなくてもよい情報は削除するという整理の仕方で、特に

引き継いで指導のあり方に生かしていただきたいというようなことを書くものというよう

にされたらいいと思うので、今のお話でいくと、例えば早産とかいろいろな理由において

育ちが緩やかであったとしても、それが今の段階では、特にどういう状態だったか取り出

してまで引き継がなくてもいい状態まで来ましたとなったらば、その手前の情報は少し落

とすというようなことをもって記載するということがいいのではないか。 

 前段議論されていた個人情報のあたりとか、保護者が引き継いでもらいたいものとの違

いとかというようなこともあるかと思うので、たくさんの情報を送るというよりは、必要
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な情報にそぎ落として送るのだというように整理をして書いていくようにすると、特記事

項は何を書くものか、育ちとして特に捉えて伝えたいことは何かというようなことが非常

に絞れていくのではないかと思うのです。入園から卒園までの営みということではあるの

ですけれども、余りにも手前の引き継がなくてもいい情報まで盛り込んでしまわないよう

にしていくということが、非常に各視点も絞れてくるのではないかと思いました。 

○汐見座長 なかなか整理するのも難しいのですけれども、要するに特記事項という言い

方にまた問題があるのかもしれませんが、特に配慮をしていただきたいという形で伝えた

いという情報をどう書くのかということなのだと思うのです。子供の育ちを中心に書くの

だけれども、今、おっしゃったように、実は小学校に入るまでおむつが外れないというよ

うな子供が少しずつ出てきていて、その子が恥ずかしくないようにするためにということ

で少し情報を伝えておいたほうがいいというようなことがないわけではないとか、ただ、

その中で、保育園でいろいろ配慮してきたということでこれは引き継いでいただきたいと

いうことと、実は保育園だけで判断してきたわけではないという配慮事項というのはある

わけですね。専門機関との関係とか、それについてはまた別に書くのかどうかという、例

えば特記事項とやるのだったらそのぐらいでないと特記にはならないという気がするので

す。つまり、必ずしも園でやってきたことを改めて特記することもなくて、だけど園だけ

で判断してこなかった、専門機関と相談しながらやってきたのだというようなことについ

ては、引き続きそういうことを大事にしていただきたいという形で、それは特記だという

ふうにするのだったら特記の意味はわかるのです。 

 だから、「子どもの育ちに関わる事項」というのは、基本的にはポジティブなことを書

いていただきたいのだけれども、特に配慮が必要だったということで行ってきたことで、

これは引き続きやっていただきたいということだけは、余り細かく書かないで書くという

ことはどこかでただし書きか配慮事項であってもいいと思うのですが、特記というのは本

当に特別な場合だけというふうにやらないと区別がしにくくなります。今ちょっと思いつ

いたのは、園だけでは判断してこなかったことがありますということぐらいにしておかな

いとまずいのかなと思いました。 

 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 今回、小学校がわざわざ総則の中にも幼児教育を行う施設として共有すべ

きことということを位置づけられ、小学校から見たときにも、保育所からであろうが、こ

ども園だろうが、幼稚園から行こうが、人として、子供として、活動を通して何が育って

いるということがある種の資質・能力としての終わりの姿だと思いますから、そこの部分

で何を書くか、基本は五領域のところに書いていかないといけなくて、早産で生まれよう

が、障害があろうがなかろうが、みんなそれはそれで入学前健診で同じように健診を受け

て小学校に行くわけですから、福祉施設としてだから知り得て、福祉施設にいる間に育ち

の保障をしていくという部分と、小学校に送る要録に五領域を通してという部分がごちゃ

まぜにならないようにしないと、小学校の先生が読んだときに、保育所から来た子供と逆
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に違い過ぎるみたいになると逆バイアスになるので、そこは気をつけないといけないかな

とは思いました。 

○汐見座長 こういうふうに書いてはどうかということで、吹き出しのような形でここで

まとめてくださっているのですけれども、これをちょっとだけもう一回確認させていただ

きたいのですが、一番上の要録の意義・目的や日々の記録の重要性について最初に書いて

はどうかということで、それはいいのではないかということでした。 

 「子どもの育ちに関わる事項」については、育ちのポジティブな面を中心にですが、最

終年度における保育の過程と育ちを理解する上で特に大切だと思われることに絞って書い

ていただきたい。ただ、今言ったみたいに、さまざま配慮してきた子供たちがいた場合に、

その配慮の中で、ぜひ小学校で捉えていただきたいということについては書いて、園だけ

で判断してこなかったことについては特記事項にするような形で、そういう場合には少し

書き方をどこかで説明しておくということが案で出ています。 

 それから、養護のところについては、養護と教育で分けているところは一体的に書くと

いう形で、いわばこの欄を下に移すわけですね。 

 それから、子供の健康状態のことについては、今の議論と大体重なっていると思います。 

 最後に、「教育に関わる事項」については、これまで議論してきた児童の姿等です。 

 それから、まず年度当初の計画を見た上で、特にこういうことが育ってきたというあた

りを中心に書いたらどうかという提案でした。 

 基本的にはそれらが皆さんの意見を反映したものでしたので、採用されていいのではな

いかという御意見だったと思うのですが、時間もありますので、それ以外にこういうこと

も少し配慮したらどうかということがございましたら、追加の御意見をお願いします。 

 事務局として、もう少し御意見をいただきたいところはございますか。 

○高辻保育指導専門官 ありがとうございます。資料２について、少し補足させていただ

きます。今、いろいろと御議論いただいたとおり、「子どもの育ちに関わる事項」につい

ては、特に「健康状態等」とか「養護に関わる事項」のところとどう書き分ければいいの

かということがあるかと思います。この点は、現場のほうでも書き分けが難しいとか、何

を書けばいいのか整理がなかなかつかないという御意見があり、前回の御議論の中でも触

れられておりました。こうしたことを踏まえますと、要録の目的は子供の育ちを小学校に

引き継ぐためのものなのだということを書く側も読む側もしっかり共有した上で、では「子

どもの育ちに関わる事項」には何を書くべきか、ということを改めて整理していただく必

要があるかと思います。もちろん要録には、最終年度についてこの子はこういう育ちの中

にあるという姿を最も大きく書くのだけれども、保育所においては、低年齢からという特

性があります。例えばこの子については、５歳の年度当初を迎える時点で、それ以前に３

歳で入所してきて環境の大きな変化があったとか。特にこれからは、家庭的保育を経験し

てきてそこから集団保育に入ってきたお子さんであるとか、あるいは、家庭で育ってきて

途中で入所してきたお子さんであるとか、０歳のころからずっと保育園で生活をしている
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とか、入所までの育ちがより多様になっていくと思います。そうした子どもたちそれぞれ

の育ちを見てきて、例えば、この子は環境が変化して最初は園で自分の思いをなかなか表

現できなかったけれど、その後先生との関係を基盤にしながら色々と人間関係を広げてき

た、その上で５歳児クラスの１年間ではこんな育ちがありました、となる。そういうこと

を理解するために、最終年度以前の育ちを知ることが非常に重要になってくることもある

と思うのです。 

 ですので、特記事項には、先ほど整理いただいたような形で、小学校以降も配慮が必要

なのでどうしても書いておいたほうがいいだろうということを書く。一方で、最終年度の

育ちの姿をより深く理解するために、それまでのところでこんなことをやってきて今があ

るのですということを知る、そのために特に重要なことというのを、この「子どもの育ち

に関わる事項」の部分で書いていただいたらどうでしょうか、ということです。ここにあ

る「最終年度における保育の過程と育ちの姿を理解する上で特に重要と考えられる」とい

う説明は、そういった趣旨での記載内容になっております。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 今、おっしゃっていただいたことは本当にそのとおりだと思うのですが、それをうまく

下の「教育に関わる事項」のところで、ここでは五領域と10の姿を念頭に置きながら、具

体的にこういう形で育ってきているということを丁寧に捉えていく、それをぜひ学校で発

展させていただきたいという内容を中心に書いていくわけでしょうけれども、それを理解

していただくためにも、こういう情報についてはきちんと伝えておかなければいけないと

いうことをまず上のほうで書いておくというのは、ある種の書き分けですよね。その書き

分けの仕方がうまく伝わるようにフォーマットをつくるということですね、あるいは、留

意事項のところに書くということですよね。 

 お願いします。 

○大方構成員 今のところは、幼稚園のほうの要録の場合は３・４・５と年齢ごとに１年

間やったことを振り返って記録を積み重ねて送るという、ただ、保育所は児童票もあるの

で、またこれで３・４・５を書きましょうとか言ったら、みんなに怒られそうなので、ど

ちらかといえば、それをまとめた部分が「育ちに関わる事項」に該当するという整合性が

あればわかりやすいのかなと思います。本来なら別々に書いてもいいことなのだけれども、

逆に言うと、園の中ではちゃんと１年ごとの年間の振り返りがあり、それを合算して最後

にここに書きましょうみたいなイメージかなと思います。 

○汐見座長 お願いします。 

○鎭目保育指導専門官 今、御議論の最中に申しわけございません。整合性の観点につい

ての御意見とか、そこの議論とあわせまして、今回、議論の参考に参考資料３としてつけ

させていただいております「幼児理解に基づいた評価に関する検討会」、いわゆる文部科

学省のほうで現在行っていた資料を参考として、どのような議論があちら側では行われて

いるかという資料をつけさせていただいているところです。 



21 

 

 こちらも、今、ちょうど御議論いただいているところの参考になるところですので、御

参照いただきながらと思います。どのような欄があるかとか、縦書きなのか、認定こども

園のような横書きなのかということをどう整理するのかということとあわせて、今、おっ

しゃっていただいたような、育ちをどのように描いて伝えているのかということ、ちなみ

にＡ、Ｂ、Ｃというのは、参考にこのような考え方で整理してはどうかということが、こ

の１月29日の検討会で示された参考資料ですので、御議論の参考にごらんいただければと

思います。 

 以上です。 

○汐見座長 やはり、今、大方さんが、幼稚園は今まで３・４・５を書いていたのですけ

れども、これで見ると、最終年度というペーパーと３・４のこれまでのというペーパーと

両方という形になっているみたいですね。いずれにしても五領域のあれと10の姿のどこで

それを伝えていくのかというあたり、その形式で幾つか案が出ているみたいですよね。私

たちもやるのであれば、大体私たちが議論していることとそんなに変わらないと思うので

すけれども、最終的な形式については保育園らしいものでやっていただくしかないと思う

のです。 

 では、中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 大方先生の意見に戻るのですけれども、上の「子どもの育ちに関わる事項」

のところは、保育所は児童票も園によって非常に工夫をされていて、乳児から幼児に向か

って育成記録に当たる子供の育ちをどう読み取ってつないでいくかというのも随分工夫さ

れてやられた上での要録というようにこれまでも実践されていますので、そういった意味

では、大方先生が言われたように、まとめて書くのだけれども本来はちゃんとしたそうい

う記録もあるのですと。その中で、今の様式で言うと特に下半分に５歳の最終年度を丁寧

に書き上げるというところに向かって、そこを理解するためにも入所から卒所に向かって

までの中で、最終年度に向かって子供の育ちの特に育ちがぐんと伸びたことであるとか、

育ちが変わりの節目を迎えたようなところが見えるような形で整理されて書かれてくると、

５歳の育ちを理解していく助けにもなるのではないかと思いますので、そういった意味で

留意事項のあたりでも児童票等の活用とか記録の活用という部分も書かれた上で、何を書

くのかというところを書き上げていただくと、現場の先生方も混乱せずに理解して書ける

のではないかと思いました。 

○汐見座長 それはよろしいですかね。 

 阿部構成員、お願いします。 

○阿部座長代理 子供の育ちの記録に関しての書き方なのですけれども、相当難しくて、

例えば障害を持っている子供とかですと、障害に焦点を当てて書かないで、障害を持って

その場を生きている子供のその子らしさの育ちというところに視点を当てて書いてもらわ

ないと、そういうふうに解釈していていいですか。その子らしさが育っているというよう

な書きぶりができるかどうか。 
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○汐見座長 それが基本ですよね。 

○阿部座長代理 そこが、こんな障害があってという書き方ではなくて、それを抱えなが

らもちゃんとその子として生活しているわけで、そこに視点を当てて書けるかどうか、あ

るいは、そういうさまざまな背景を持った子供がいるとして、その子らしさがそこで育っ

ていっているかという。 

○汐見座長 それは何度も出てきていることですけれども、結局、その子のどこが課題だ

とかということを書くのではなくて、そういう課題を持ちながらこんなに育ってきたとい

うあたりを中心に伝えていきたいということですよね。そのことについては、要録という

のはそういうものを書くのが基本なのですよということを最初にはっきりと。 

○阿部座長代理 そこがしっかりとわかるようにして、記録してもらえたらえたらいいと

思います。 

○汐見座長 しなければいけないということですね。 

 私たちはここまで頑張って育ててきましたので、あとはよろしくというものですから、

そこが基本だということはしっかりと書くということですね。 

 では、次をやらなければいけなくて時間が来ているのですが、子供の育ちにかかわるこ

とを一番上のところに書くかどうか、形はまた考えていただきますが、要録の本来書くべ

きこと、何を目標とした書類なのかということをはっきりもう一回書くということと、「子

どもの育ちに関わる事項」については、今の出ている案でもう一回確認したいのですが、

ここのところは、要するに入所してからこれまでの子供の育ち、幼稚園だったら３歳・４

歳・５歳と書くわけですけれども、それを書くことはできないので、特にその子が園の中

でどういう育ちをしてきて、これはぜひ知っていただきたいというところを中心に書いて

いただきたいということですね。配慮事項があれば、こういうことに配慮してきたという

伝えたいことがあれば書くということですね。 

 その次の「教育に関わる事項」のところについては、ここにありますけれども、主に最

終年度の子供の育ちを中心に書くのだと。それを理解するためにも最初の「子どもの育ち

に関わる事項」が入所からの子供の育ちの一番大事なところを書いていくということで、

ここを上手に関連して書き分けるというか、そういうものだということをうまく伝えると

いうことですよね。そのことについて確認したいと思います。 

 真ん中にあるところについては、今回はそういう形で統一するということで、下のほう

で書いていただきたいということですね。どうしてもということで特記事項についてはも

うちょっと議論を残されていますけれども、そういう方向でということで案は出たと思い

ますので、大体よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、もう一つです。幼保小の連携のほうですが、５ページ、「保育所と小学校の

連携に関する取組の促進」ということで、これは要録の直接の中身ではなく、私たちが出

すペーパーで書くことですが、ここについて御意見をいただきたいと思います。 
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○大方構成員 今回、小学校の学習指導要領のほうにも保育所、幼稚園、こども園を同じ

ように入れてもらっているという経緯もありますので、ぜひこの機会に小学校の先生に保

育所も幼稚園やこども園と同じように、同じ子供として遊び・活動を通して育てているの

だということや、また、10の姿や五領域に対する内面的な理解というものを協議する場と

か研修を一緒にするとか、逆に言うと、小学校のことを私たちも理解するという、お互い

に理解し合えるようなことが今後非常に必要で、このタイミングを逃すと二度とないので

はないかと思うぐらい、この改訂のときにそういうことが行われたらいいのかなと思って

います。 

○汐見座長 前回も出たかもしれませんけれども、実際、幼小ではかなり前から行われて

きたのですが、東京では有馬小学校とかが率先してモデル校としてやってきたのですね。

だけど、保育園の場合は、そういうモデルをしっかりつくっていくという点で一緒にやっ

てきたかというと、ワンテンポおくれているわけでして、かつ、文科省だったら幼稚園・

小学校とつなげて行政的にも教育委員会で扱いやすいのですけれども、保育所はまた違う

部署で管理していますから、連携というとかなりハードルが高いという問題があったので

す。そのために非常に熱心にやっていても、幼稚園も保育園も一緒にやるのだと、品川と

か横浜なんかはそうなのですけれども、そういうところと全く保育所に行ったこともない

とか、そんな話はしたこともないというようなところとの格差が非常に大きい現状があり

ますね。でも、今回これを機に、そういう時代ではないのだということで、そのパイプを

しっかり太くしながら、子供たちの育ちをお互いに情報も共有していって、非常にいい関

係の中で育て合っているというような状態をつくりたいということですので、今、大方構

成員がおっしゃってくださったように、これが本当に大事なチャンスですので、ここでし

っかりと書き込んでやっていく、そういう提案にしたいと思っています。 

 これ以外にもっとこういうことを書いたらどうかというようなことがございましたら、

何か出していただきたいのですが。 

 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 直接記載内容に反映できるかわかりませんけれども、保育所と小学校の連

携、顔を合わせてお互いに理解し合うということも大事ですけれども、保育所と幼稚園や

認定こども園といった就学前の施設同士の連携ということもとても大事になると思います

ので、そういった意味では、例えば小学校区などでそういった場を設けるというように、

特に私立の園においてはいろいろな小学校へ行くというところで、お子さんの数が一定こ

の小学校にたくさん行きますというのが決まっていなかったりもするかと思いますので、

そういった意味ではどことどのようにつながってよいかというのがわかりづらいがために

連携が進んでいないというようなこともあると思いますので、例えば行政サイドでは、小

学校区でやりましょうとか少し整理して助けていただくとか、そういった意味で小学校側

も学校の校区を少し意識しながらそういう会が設けられるように動いていけるように、例

えばというような記載をもって書いていくとイメージもしやすくて動きやすいのではない
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かと思います。重要性はよくわかっているとは思うのですけれども、いざどうするのかと

いうところがわかりにくいために二の足を踏んでしまうということもあるのではないかと

思います。 

○汐見座長 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 この連携については、私たちも何とかしなければいけないというふうに思

ってきていましたけれども、なかなかアプローチの糸口が見つからないという意味では、

ここは、やはり行政にお出ましいただくことが一番早いのかなというふうには思います。 

 私たち保育所は、市内全域から子供たちが来ています。入学していく学校も市内全域に

かかわっていくわけで、その保育所が属する校区だけの集結ではないということを含める

と、その市町における行政がどのようにリーダーシップをとって連携していくか。要対協

ではないですけれども、そういうようなシステムがきちんと各市町にあるということがと

ても求められることになっているのだというふうに思います。 

 そこにおいて、今回要録を各小学校に出していくわけですけれども、幼稚園、保育園、

認定こども園はこのような視点で書いて送りますよということも、申し合わせではないで

すけれども、そのような形でちゃんと毎年１回ぐらいはそういう会を持ちましょうとか、

そういう具体的な事例を出しながら、行政がリーダーシップをとっていってほしいという

ようなことが書かれると非常に活動しやすくなるというふうに思います。 

○汐見座長 どうぞ、御自由に。 

 大方構成員。 

○大方構成員 そういう意味でも、今回、書式はできるだけ整合性をつけて同じような形

で、そして、小学校の先生も幼稚園の先生も保育所の先生も同じ地域の中で、行政の人も

一緒に要録を通して何を書いているのかということを知ってもらう勉強会をしたときに、

余り書式が違い過ぎるとまた説明が難しくなるので、できるだけ整合性をつけ、幼児教育

そのものの役割を小学校に知ってもらい、小学校の先生がやろうとされている教育の内容

も幼児教育をやる就学前の私たちも知り、特に行政も、今は教育委員会の管轄に入ったり、

福祉部署に入ったりということで、こども園もできたことによって若干市町村による誤差

も出ていますので、それも含めて一つのキーワードにしたらつながりやすい、勉強しやす

い、研修をしやすいことになるかなと思って、やはり行政の人にも理解しておいてもらわ

ないと各市町村による格差にもつながってくるかなと思います。 

○汐見座長 ありがとうございます。 

 どんどんアイデアを出してください。 

 今回は高知の例が具体的にあって、かなり伝わりやすいとは思うのですけれどもね。本

当にまだまだ認識にもずれがありますので、今、おっしゃってくださった、行政の担当者

が上手に音頭をとるということは今の局面では大事ですよね。 

 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 そういった意味では、特記事項の話とかの中でもありましたけれども、要
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録として整合性を図っていくときに、ほかにちゃんと情報として引き継がれることは何か、

要録でないと引き継げないことは何かというように少し整理をしてやると、盛りだくさん

にならずにしっかり引き継ぐべきものというのが明確になるのではないかと思いました。 

 例えば特別支援のことであれば、それをここに細やかに書かなくてもちゃんと引き継げ

ますよねとか、医療機関等にしっかりかかっていて、その情報は別途ちゃんと行くことが

できますよねとか、ほかのルートでしっかり引き継げるものと要録をもって引き継いでい

くべきものとが非常に明確になると整合性も図られやすくわかりやすいものになるのでは

ないかと思いました。子供の育ちを引き継ぐというような視点での要録というところで位

置づけを明確にして様式をそろえていくということが重要なのかと思いました。 

○汐見座長 前に僕が発言したかどうか忘れましたけれども、例えばフランスなんかでは

幼小というか、エコール・マテルネルというのは日本で言うとこども園なのですけれども、

小学校の連携については法律が随分前からできていて、とにかく小学校の先生と校区の幼

稚園・保育園・こども園の先生とは年に数回フォーマルな会合を持たなければいけないと

か、インフォーマルな会合を必ず持たなければいけないというのが法律で、かつ、エコー

ル・マテルネルの年長を担当した先生は、次の年、子供たちが進学する小学校の１年生を

担当することが望ましいとか、そこで子供の育ちとか子供の様子について議論し合うとい

うか、そのようなことが前からかなり制度化されていまして、幼稚園、保育園、こども園

で切っているのは私たち大人のほうであって、子供のほうはつながったまま行くわけです

から、そのあたりをつなげるのは当たり前だというようなことが、実はかなり進んでいる

国とそうでない国があって、ですから、今、おっしゃってくださった、行政のメンバーも

校長、園長なんかも管理職は当たり前なのだというような、そういう認識をどうつくって

いくのかということと、そのためにフォーマル、インフォーマルな会合が日本の場合はば

あっと分かれているので、どこかで出てくださいという形になると思うのですけれどもね。 

 それから、僕がかかわってきた中では鶴岡市とか幾つかの、三重県がやっていたのです

けれども、小学校の先生が夏休みに保育園に研修に行く、つまり体験をするということが

物すごく効果が大きいのです。鶴岡市は１週間、小学校の先生が実習するわけです。それ

で保育園の園長にぼろくそに言われながらやっていました。あんた方は何をやっているの

かというぐらいに厳しく言われながらやっていましたけれども、小学校の先生に聞いたら、

物すごく勉強になりますと言っていましたので、もっとそれぞれの自治体ごとにやり方は

さまざまであっていいと思うのですが、子供を一緒に育てていくのだ、だから子供たちの

情報を共有しているというか、そして、小学校は保育所がどういうことを大事にしながら

教育をしているのかということを知って、保育所の先生は、小学校が何で苦労してやって

いるのかをよくわかっているということが当たり前になっていく状況を、これを機にぜひ

つくっていきたいということですね。 

 そこで、今、中山構成員がおっしゃってくださいましたけれども、要録というのがばっ

と送るだけの文書ではなくて、要録が幼保小連携の武器になっていくというようなあり方
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でないともったいないですよね。私たちはここまで育ててきました、子供たちはこんなと

ころをいっぱい持っているのですよということをどう小学校に伝えていくか。小学校の先

生はそれをもとに保育所の保育についてもっと深く理解していく、その武器になっている

のが要録だという関係をうまくつくっていければいいなと改めて思いました。 

 ここに書かれていることは本当にそのとおりだと思うので、それにつけ加えて何かござ

いましたら。 

 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 合同の連絡会等ですよね。そういったときに施設が幾つもになると難しい

かとは思うのですけれども、１園と１校というような関係性になるかなと思ったりはする

のですけれども、要録をもって連絡会をするということもとても有効ですよというような

ことがどこかに書かれると、連携イコール、そういう場合、要録は要録で送ってあります、

それはそれとして別途やりますというようなことになるので、年度末だったり、年度始め

だったり、要録が送付された際に要録をお互いに見合いながら話をするというような場も

大変いいですよというようなことがどこかに少し書かれると、送ったままではなく、そこ

に言葉が添えられてというようなことになろうかと思います。 

 実際、引き継ぎの会が、要録が書かれて送付されるより前に行われているケースも多か

ったりするので、結局のところ、要録に書く予定の事柄とか書いているようなことを引き

継いだりはしているのですけれども、要録を介して連絡会をしっかりやるということがま

だまだ進んでいないかと思うので、高知県の中でも数例ですけれどもそういう取り組みを

しているということもお聞きしているので、実際にそういうようなこともやっていくとい

うことはとても大事ですよというのが伝わっていくといいのかなと思います。 

○汐見座長 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 今のお話についても、私は、実はことしは要録をもって引き継ぎをしたい

というふうに思っていました。ただ、引き継ぎの日が２月なのです。学校がクラスの編制

をするためにこの子とこの子は分けたほうがいいとか何とかという組み合わせをつくって

くださいというふうに言われるので、要録は３月の子供の姿を記載するものであるとする

と、１か月先に書いてお渡しするのはフライングなのかなとか思いながら、今回は思い悩

んでやめようかなと思ったのですが、今のお話を伺っていると、そういう形を既にとられ

ているところもあるということですよね。学校側にいつ出すのかということに関しては書

いてありましたか、今、覚えがないのですけれども、特に書いていないですか。となると、

それぞれの園の裁量でこれをもって引き継ぎをさせてください、これを持っていっていた

だければ、それが一番確実に渡したということにもなると思うのですけれども、いつも送

付するという形をとっていますので、そういう形ができれば、私はそういうふうにやりた

いと思っています。そういう形が非常に有効ですよというようなお示しをしていただける

と、さらに要録を書く意義が保育所側には生まれてくるというふうに思います。 

○汐見座長 そうですよね。ありがとうございます。 
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 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 今回、資質・能力ということがわざわざ位置づけられているというのは、

児童福祉としても18歳までですし、学校教育としても、出会った大人として、いわゆる学

力とか知識とかだけではない人となりの部分を幼児理解、子供理解に基づいてずっと継続

的にバトンを引き継いでいくということの大人の役割としての学校であれ、保育所であれ、

幼稚園であれ、大事なこととして位置づけられたと思っていますので、そのことを協議す

る一つのこととして、幼児教育の特性として子供の内面的なものを見ようとするというこ

とが幼児教育の一番学校の教科書がない世界の重要性なので、そのあり方を小学校の先生

にもぜひ子供の内面理解、子供理解、逆に言うと、幼児教育をやる私たちも子供たちの砂

遊びをしました、ままごとをしましたではなく、それを通して何が育っているかというこ

とをいつも見ようとするところが結果として指導計画に反映されるので、そこの勉強も一

緒にしていかないと形で連携しましょうということで終わらないように、何のために資

質・能力が書かれているかということも含めて理解が要るかなと思いました。 

○汐見座長 そうですね。今回、幼児教育を行う施設ということで、実際にそれがどうい

うことなのかということをじわじわ実感されていくのだと思いますけれども、要録をしっ

かりと書くということが実はそういうことにプラスになっていくということですよね。 

 基本的なところは承認されて、幾つか新しい案が出ていますので、これでいいと思うの

ですが、ほかに追加の意見はございますでしょうか。 

 では、ないようでしたら、時間もちょうど来ていますので、これで本日の意見交換会は

終了させていただきたいと思います。本日たくさん意見をいただきましたので、それを踏

まえて事務局のほうで議論を取りまとめていただいて、その内容を、もう時間が余りござ

いませんので、もう一回会議をするのではなくて、こういう形でまとめましたということ

をメールで皆さんに送っていただくということでよろしいでしょうか。それでいいという

ことになりましたら、最終的には私と事務局のほうで詰めて、こういう形で発表したいと

いうふうにさせていただいてよろしいでしょうか。 

（「はい」と声あり） 

○汐見座長 どうもありがとうございます。 

 それでは、私のほうからお礼ですけれども、本当に短い間に２回の会議でかなり詰めた

ことをやっていただきました。実は、この要録は、小学校へ送ってもちゃんと見ていただ

けないというようなことで、かける労に比べてむなしさが伴うというような意見があった

わけですが、最初はそういうこともあるかもしれないですが、幼児教育と小学校教育がも

っと内容的にしっかりと支え合って協働し合ってやっていくことによって日本の教育の質

が上がっていくということが次第に共通認識になってきたという局面は大分変わってきた

ように思います。 

 ですから、これを書くということももちろん大事なのですが、書くことの周辺で保育所

のほうが養護と教育を一体的に展開するというのは、具体的にこういうことになっていく
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のだということが次第に明確になってきたり、その成果というものを、資質・能力とおっ

しゃってくださいましたけれども、小学校はどう引き継いでいったらいいのかということ

が今までより鮮明に見えてきたという形で、小学校教育の改善にもつながっていくという

ものの武器になっていくような時代が来ているような気がいたします。 

 私の個人的な意見なのですが、実は、文科省のほうでは幼稚園の先生方の参考になるよ

うにということでテーマ別にいろいろな資料をつくっておられるのです。これは御存じな

いかもしれませんが、それが関係者で、幼稚園教師養成の教育をやっている先生方と幼児

教育の専門家でかなりしっかりしたものをつくられていまして、私から見るととても役に

立っているのです。 

 私は、今回、幼児教育を担う組織ということがはっきりしてきたということで、現場の

議論のレベルも上がっていくだろうと思うので、例えば要録を実際にどういうふうにつく

ればいいのかについてわかりやすい資料集をつくるとか、いい事例を少し載せていくとか、

これをきっかけに養護と教育を一体的にというのはどういうことなのかということについ

ての資料集をつくるとか、そういうことができていけばいいなと個人的には思っているの

ですが、できたらそういうことも検討していただきたいと、巽課長、よろしくお願いいた

します。 

 ということで、いい議論になったと思います。本当に御協力ありがとうございました。 

 それでは、これで終わりますけれども、巽課長のほうから一言お願いします。 

○巽課長 非常に短い期間の中、多様な観点から活発な意見をいただきまして、まことに

感謝申し上げます。 

 ことし４月から新たな保育指針が適用されるわけでございますけれども、保育所と小学

校のさらなる連携を図り、保育所保育と小学校教諭との円滑な接続を図っていくことに資

する有益な御意見ということだと思っております。 

 本検討会における御議論を踏まえまして、来月中に通知を発出する予定で考えておりま

す。新しい保育要録につきましては、来年４月に小学校に入学する児童から適用予定でご

ざいますが、全国の保育所あるいは小学校におきまして適切に適用されるものとなるよう、

今後、その趣旨とか内容につきまして周知に努めてまいりたいと思っております。 

 構成員の皆様方におかれましても、また研修の機会等々いろいろお伝えしていただくこ

とは多いと思いますけれども、今後とも御協力のほどよろしくお願いいたします。どうも

ありがとうございました。 

○汐見座長 どうもありがとうございました。 


